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い電子の密度ゆらぎによる Kondobosonと束縛場のIboson､があり, またもとの局在 f
電子に対してはRKKY相互作用がI bosonと絡んで enhanceされる効果があることが判
った｡得られた結果は Kondobosonのゆらぎによる準粒子間相互作用は引力的,スboson
→
のそれは大きく斥力的なq(波数 )依存性がありr,これらは tightbinding伝導バンドに対
>
してqの方向依存性,充満電子数依存性が大きく,バンドの形にもよるO合計のボゾン場の斥
力はRKKY相互作用の引力と競争して,重い電子のゆらぎによる増大のために後者が,一旦
は近藤効果で負けても,重い電子状態の中では勝って磁気相の形成が可能になる場合やその反
対の場合があることが分った｡
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